
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
楽
々

学
ナ
ビ
」
や
シ
ラ
バ
ス
・
評
価

▽
現
在
小
学
校
と
中
学
校
に
、
お
世

▽
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
一

な
ど
の
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る

▽
２
日(

水)
、
期
末
テ
ス
ト
が
終
わ

す
。
ど
う
か
自
覚
的
計

話
・
調
整
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
デ
ィ
ネ

環
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
考
え
て

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
生
徒

り
ま
し
た
。
１
学
期
の
学
習
を
し
っ

画
的
な
取
組
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

ー
タ
ー
の
方
を
一
人
ず
つ
お
願
い
し

い
ま
す
が
、
今
後
の
国
際
交
流
事
業

だ
け
で
な
く
、(

保
護
者
様
と
し
て
い

か
り
自
分
の
も
の
に
で
き
た
で
し
ょ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
コ
ー
デ
ィ

で
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア(

受
入
の
世

な
く
て
も)

保
護
者
の
方
に
も
ご
覧

う
か
。
夏
休
み
を
前
に
し
て
、
今
学

ネ
ー
タ
ー
の
方
を
中
心
に
、
ど
ん
な

話
役
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
引
受
、
荷
物

い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
発
行
し
て

期
の
取
組
と
そ
の
成
果
を
振
り
返

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
必
要

の
運
搬
な
ど
車
の
提
供
、
村
内
諸
団

い
ま
す
。
現
在
の
中
学
校
の
様
子
や

り
、
夏
休
み
中
に
や
る
べ
き
課
題
を

か
、
ま
た
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と

体
と
の
連
絡
調
整
役
、
村
内
の
案
内

生
徒
た
ち
の
活
動
の
姿
、
今
後
の
取

明
ら
か
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
今
年
度
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

が
で
き
る
か
、
計
画
・
推
進
し
て
い
た

役
、
通
訳
な
ど)

の
組
織
づ
く
り
を
進

組
の
こ
と
、
広
く
教
育
の
こ
と
な
ど

▽
保
健
だ
よ
り
「
元
気
の
か
け
ら
」
で

し
た
学
校
評
議
員
会
の
委
員
さ
ん
に

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

め
て
い
く
予
定
で
す
。

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
様
々

身
体
測
定
の
結
果
が
学
年
・
男
女

は
、
教
育
関
係
者
、
地
域
代
表
者
、
▽
中
学
校
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
、
図

な
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
理
解
・
ご
支
援

別
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
内

保
護
者
代
表
者
な
ど
、
５
名
の
方
に

書
の
整
理
等
、
環
境
整
備
関
係
、
登

を
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

科
・
歯
科
の
検
診
結
果
も
出
て
い
ま

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
後
日
教
育
委

下
校
の
安
全
指
導
、
学
習
支
援
、
国

ま
た
、
各
種
た
よ
り
で
は
、
子
ど
も

す
。
夏
休
み
中
に
は
、
学
習
の
取
り

員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
正
式
に
ス
タ

際
交
流
支
援
な
ど
を
考
え
て
き
て
い

▽
中
学
校
で
は
、
学
校
だ
よ
り
「
と
り

た
ち
の
成
長
や
学
校
教
育
の
充
実
・

返
し
と
と
も
に
、
心
身
の
健
康
面

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
す
。
３
月
の
学
校
だ
よ
り
地
域
版

ど
り
の
花
」
、
学
年
だ
よ
り
・
１
年
「
は

発
展
に
役
立
つ
ご
意
見
や
ア
イ
デ

も
し
っ
か
り
ケ
ア
し
ま
し
ょ
う
。

▽
学
校
評
価
の
外
部
評
価
を
行
っ
て

に
よ
っ
て
、
何
人
か
の
方
か
ら
ご
協
力

ぁ
も
に
ぃ
」
、
２
年
「
躍
進
」
、
３
年
「
芝

ア
等
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
保
護

▽
心
身
の
健
康
面
は
、
ど
こ
か
痛
む

い
た
だ
く
学
校
関
係
者
評
価
の
委
員

の
申
込
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
改

草
」
、
保
健
だ
よ
り
「
元
気
の
か
け

者
の
皆
様
と
教
職
員
が
子
ど
も
た

と
か
、
熱
が
あ
る
な
ど
、
体
調
を
把

さ
ん
に
は
、
学
校
評
議
員
の
皆
さ
ん

め
て
組
織
的
な
支
援
態
勢
を
つ
く
っ
ら
」
、
国
語
科
通
信
「
花
水
木
」
の
他
、

ち
の
健
全
で
好
ま
し
い
成
長
に
連

握
し
や
す
く
、
治
療
し
な
い
と
日

に
加
え
て
、
小
学
校
代
表
者
を
お
願

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理

様
々
な
案
内
や
お
知
ら
せ
、
お
願
い

携
し
て
い
け
ま
す
よ
う
、
今
後
と
も

常
生
活
に
支
障
が
出
ま
す
。
し
か

い
す
る
予
定
で
す
。

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

等
の
文
書
、
部
活
た
よ
り
な
ど
、
多
く

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し
、
学
習
面
の
積
み
残
し
は
、

直
に
不
都
合
を
感
じ
る
こ
と

が
少
な
く
、
い
つ
ま
で
も
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
人
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
事
に

至
る
前
に
ケ
ア
す
る
よ
う
に

普
段
か
ら

習
慣
を
つ

け
る
こ
と

が
大
切
で

（保護者・生徒版）
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山添村立山添中学校

校長 田 中 順 一

学校だより

自主 敬愛

剛健 献身

心
身
の
健
康
と
学
習
管
理

期
末
テ
ス
ト
を
終
え
て

国
際
理
解
・
国
際
交
流
支
援

各
種
た
よ
り
の
ゆ
く
え

学
校
評
議
員
・
学
校
評
価
関
係

者
評
価
委
員
に
つ
い
て

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

訂正 第８号が２週続き
ました。前号を第９号(通
巻181号)に訂正します。

カニジウス・コレークのたより
〼１０月２３日(木)昼頃に山添村・山添中学校に到着し、２5日

(土)昼頃に山添村を離れる予定ですが、一行はこの間に

演奏会を開催します。来日の最初の訪問地は東京で、１０

月１１日とのことですが、まだ日程の詳細及び来日者の名簿

等が届いていませんので、山添村に滞在中の交流計画等を

立てることができません。ホストファミリーの皆様には今暫く

お待ちくださいますようお願いします。

〼先日、左の写真及び同楽団の演奏を録音したCDと一緒

に、ベルリンフィルハーモニー管弦楽団総監督パメラ・ロー

ゼンベルクさんと在日ドイツ大使ハンス・ヨアヒム・ダエーさん

からの推薦状が届きました。

〼それによりますと、カニジウス・コレークの楽団はベルリン

フィルハーモニーと深いつながりを持っていて、ドイツ

を代表する高いレベルの楽団であるとのことです。そして、

東京、名古屋、山添(奈良でも？)での演奏会をとても楽しみ

にしており、特に山添村での交流・ホームステイは、今回の

来日で最も期待している計画だということです。

〼ベルリンフィルハーモニーの演奏者を親にもつ生徒もあり、

その人たちがチャリティコンサートを開いて収益金を来日費

用に寄付しているともいいます。

〼同校の日本語選択の学生は２年に一度来日していると

のこと(東京・小山台高校と交流)ですが、同校楽団は、20

01年以来２度目の来日になります。

＜写真説明＞

〼＜写真上＞・写真に写っているメンバーは２３名。全員が来

日するようです。ここに同校の引率(梅津由美子先生他)と指

揮者や卒業生が加わるようです。ほぼ３０名になります。

〼＜写真下＞・ベルリンフィルハーモニーのコンサートホール

で演奏会を行う同校楽団。

〼フラッグスタッフ中学校との交流は現在エアーメール等で続

いています。今年は来日しませんでしたが、2010年には来

日するかもしれません。

〼２年前に本校と交流、ホームステイし、昨年訪米した時によ

く対応してくれたデービッド・オロズコ君(現在フラッグスタッフ

高校２年)が、一条高校への留学(２学期の間)を希望し、現

在手続き中です。順調に進めば、８月中旬に来日の予定。

太平洋に友情の橋を架けよう！

ベルマーク５月分集計結果

・１年 241.7点 ・教職員 327.0点

・２年 904.1点 ・事業所 154.2点

・３年 1259.0点 ＊３年生が１位でした。


